
2011 関西トレセン U-14 リーグ第３節活動報告
【報告者】 土井和則（和歌山県トレセンスタッフ）

日 時：２０１１年１０月２９日（土）

会 場：兵庫県 三木防災総合公園第 3球技場(人工芝)

テーマ：・攻撃・守備とも良い準備をする、攻守の切り替え

・ゲームの中での修正

攻撃：幅・深みをとって優先順位を考える

サイドバックの攻撃参加

リスクマネジメント

守備：1対 1で負けない
ゴールを守る

プレスバック、ボールを中心とした守備

厳しいところこそポジションをとって良い準備、裏のパスへのケア

切り替えを早くして、いけるなら前からのＤＦでボールを奪う

和歌山県ト レセン U-14 参加選手

背番号 氏 名 ポジション 所属チーム名

１ 山 下 修 人 ＧＫ ミラグロッソ海南ＳＣ

２ 北 岡 航 ＭＦ H.L.PデポルターレU-15

３ 堀 田 一 希 ＭＦ 伊都ＦＣエクセルクォーレ

４ 吉 川 心 ＭＦ H.L.PデポルターレU-15

５ 笠 本 海 斗 ＤＦ H.L.PデポルターレU-15

６ 丸 山 陸 斗 ＭＦ 那智勝浦町立 那智中学校

７ 西 泰 星 ＤＦ 和歌山市立 紀伊中学校

８ 石 橋 和 憲 ＦＷ ミラグロッソ海南ＳＣ

９ 井 上 杏 汰 ＦＷ セレッソ大阪和歌山U-15

１０ 郷 田 真 平 ＤＦ 和歌山市立 明和中学校

１１ 浜 西 綾 汰 ＤＦ ベ・ローラ日高ＦＣ

１２ 脇 田 拓 真 ＤＦ ミラグロッソ海南ＳＣ

１３ 脇 田 真安希 ＦＷ 伊都ＦＣエクセルクォーレ

１４ 奥 楓 晟 ＤＦ セレッソ大阪和歌山U-15

１５ 饗 庭 瑞 生 ＤＦ セレッソ大阪和歌山U-15

１６ 西 村 雅 矢 ＧＫ セレッソ大阪和歌山U-15

１７ 佐 野 滉 太 ＦＷ 三佐木アルマボーラ



１０：４５kick off（３０分－５分－３０分）
和歌山県トレセンU-14 対 ヴィッセル神戸U-15

０ － ３

０ － ２

〈交代〉

時 間 ＯＵＴ ＩＮ 備 考

３６分 ⑤ 笠本 ⑩ 郷田

４９分 ③ 堀田 ② 北岡

４９分 ⑧ 石橋 ⑰ 佐野

４９分 ⑨ 井上 ⑫ 脇田拓

４９分 ⑭ 奥 ⑬ 脇田真

〈得点〉

時 間 チーム 得点者
得点経過（～:ドリブル →:グランダーパス ∩浮き球

パス  :混戦 Ｓ:シュート Ｈ:ヘディング）

７分 ヴィッセル ⑰ (右)⑱→(右)⑰～右足Ｓ
２５分 ヴィッセル ⑰ (中央)⑰→(右)⑭→(中央)⑰～右足Ｓ
２７分 ヴィッセル ⑰ (中央)⑭→(左)⑰右足S
３７分 ヴィッセル ④ (中央)⑱∩(右)⑳∩(中央)④右足S
４１分 ヴィッセル ④ (右)⑱→(中央)④右足Ｓ

【成果】

○縦へのくさびを入れながら相手守備陣が集結集中せざるを得ない状況を創り出し、サイ

ドのオープンスペースに起点を作り幅のある攻撃。

○中に絞って「積極的にボールを奪う」という意識があり、中盤でチャンスを逃さずボー

ルを奪うことができた。

【課題】

●コントロールの得意な足で行うために、相手から近い足になってもその足で運び相手か

らチェックを受け失う。

０ ５

⑯ 西村

⑮ 饗庭 ⑭ 奥⑪ 浜西

③ 堀田

⑨ 井上 ⑧ 石橋

⑤ 笠本

④ 吉川 ⑦ 西 ⑥ 丸山



●センターバックがボールに食いついてしまいスタートポジションが曖昧で、カバーのポ

ジショニングが遅れ 2人の距離(DF時、門を閉める、段差で GAPをつくらない)やマ
ークの間合いや距離が十分でなく、簡単に裏を狙われてしまう。

●相手のサイドからの攻撃に対して、サイドバックが高い位置でDFにいきセンターバッ
クがマークの受け渡しがなく曖昧になり、逆サイドの選手が中央への絞り込みが甘く、

中央で数的不利な状況を作ってしまう。 失点

●中盤でパワーを持ってボールを奪った直後に激しいプレッシャーを受けていないにも

関わらず、状況を観て判断できていないためミスパスをして簡単にボールを失う場面が

多かった。

●ボランチにボールが入った時サイドハーフのスタートポジションが悪いため拡がりが

遅れ、有効な幅を使った攻撃に結びつけられない。

●ボールを早く相手ゴールの方向に進める意識は高かった。その反面、攻撃にタメがなく、

単調な攻めも多かった。

●ボールの移動中にできるだけゴールや遠くにいる選手、空いているスペース(逆の方向
性)を観ることができていないため選択肢が少ない。



１４：３０kick off（３０分－５分－３０分）
和歌山県トレセンU-14 対 兵庫県トレセンU-14

１ － １

０ － ２

〈交代〉

時 間 ＯＵＴ ＩＮ 備 考

１４分 ⑪ 浜西 ⑨ 井上 LDF⑤笠本、LMF⑨井上
２３分 ⑭ 奥 ⑧ 石橋 CDF⑰佐野、FW⑧石橋
３３分 ⑫ 脇田拓 ⑥ 丸山

４０分 ② 北岡 ③ 堀田

４０分 ⑩ 郷田 ⑬ 脇田真 RDF④吉川、FW⑬脇田真
〈得点〉

時 間 チーム 得点者
得点経過（～:ドリブル →:グランダーパス ∩浮き球

パス  :混戦 Ｓ:シュート Ｈ:ヘディング）

７分 兵 庫 ⑯ ゴール前クリアミス(右)⑯右足S
１５分 和歌山 ⑦ 西 (右)⑨→(中央)⑰→(左)⑤∩(左)⑦～右足Ｓ
３４分 兵 庫 ② (左)⑩→(中央)②右足 S
３７分 兵 庫 ⑯ (中央)⑰パスカット→(中央)⑨→(中央)⑯右足S

【成果】

○

【課題】

●ボールサイドの相手に対して厳しく守れる守備者が少なく強さが発揮できない。また、

取りどころや誰が取るのかが明確でなく、ボールを奪えない。

●GKがボールを持った時やゴールキック時にセンターバックの選手の準備がなく、ボー
ルを引きだす動きに課題があった。

●奪われた後の動きも、守備への移行が途切れないよう、攻撃から守備への連続性の動き

や守備へのサポートが必要。

●ドリブルも含めてしかけることが突破することの考えしかなく、突破してからのラスト

パスや、シュートに対してのプランがないときが多い。

１ ３

① 山下

⑮ 饗庭 ⑭ 奥⑪ 浜西

② 北岡

⑰ 佐野 ④ 吉川

⑫ 郷田

⑤ 笠本 ⑦ 西 ⑫ 脇田拓


